
 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「新しいＡＩＺＵの美術展2025」出品者略歴 
                 （五十音順） 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主催：公益財団法人会津若松文化振興財団 
 
 

 

 

 

 
 

 



 

安斉 重夫（あんざい しげお） 
 

1948年 福島市生まれ 

1971年 福島大学卒業 

    在学中に彫刻を始める 

1973年 二紀展に入選 以降８年間出品 

1987年 福島県総合美術展入賞 

2001年 ふくしま未来博に出品 

2002年 福島県総合美術展 準大賞 

2003年 福島県総合美術展 県立美術館長賞 

2004年 福島県総合美術展 県立美術館長賞 

2005年 河北新報美術展 受賞 

2006年 河北新報美術展 受賞 

2010年 河北新報美術展 受賞 

    花巻市 宮沢賢治イーハトーブ館で企画展 

2011年 宮沢賢治イーハトーブ 奨励賞 

2014年 喜多方市美術館で企画展 

2018年 フィンランド ヘルシンキ市で企画展 

2024年 福島県立美術館で企画展 

 

 

 

伊藤 文夫（いとう ふみお） 
 

1955年 須賀川市生まれ 

1974年 ～美濃、八丈島、唐津で焼物つくりを学ぶ 

1980年 故郷須賀川市勢至堂に窯を築き独立 

     福島県内をはじめ、東京、仙台、岩手、水戸、那須、新潟、益子等で個展 

2010年 会津若松城「麟閣に捧げる会津ゆかりの四人展」（麟閣） 

2011年 伊藤文夫陶展（喜多方市美術館） 

2024年 福島の美術家たち２０２４に出品（福島県立美術館） 

  

 

 

太田 美歌（おおた みか） 
 

1995年 矢吹町生まれ                      

2014年 郡山女子大学附属高等学校卒業 

女子美術大学芸術学科日本画専攻入学 

2019年 女子美術大学芸術学科日本画専攻卒業 

    女子美術大学大学院美術学科日本画研究領域入学 

2021年 女子美術大学大学院美術学科日本画研究領域修了 
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大塚 弘（おおつか ひろし） 
 

1957年 南会津町生まれ 

1981年 慶應義塾大学文学部卒 

2018年 武蔵野美術大学通信教育課程卒 

2022年 福島県美協展 県美術協会賞 

2023年 福島県展 県美術賞 

    福島県美協展 県美術協会賞 

2024年 ふるさとの風景展 大賞 

    春陽展 奨励賞 

    西会津国際芸術村公募展 大賞 

2025年 春陽展 春陽会賞 

    河北美術展 文部科学大臣賞 

     春陽会 会友 

     福島県美術協会 会友 

 

佐藤 明宏（さとう あきひろ） 
 

1957年 喜多方市生まれ 

2017年 ３月末に小学校教員を定年退職後、春～秋は畑で野菜栽培、冬季のみ水彩画を描き始める 

2018年 喜多方市沼の平福寿草まつりポスター原画コンクールに初応募 最優秀賞受賞 

翌年のポスターに採用 

2021年 喜多方市美術館「ふるさとの風景展」に初出品 入選 

2022年 福島県水彩展に初出品 佳作入賞 

     会津総合美術展に初出品 佳作入賞 

     福島県展に初出品 佳作入賞 

2023年 会津総合美術展 会津美術賞（会員推挙） 

     日本水彩展福島支部展 県教育長賞受賞 

2024年 会津総合美術展 会津美術賞（委員推挙） 

     日本水彩展初出品 入選 

2025年 日本水彩展一般の部 三宅克己賞受賞 

その他各種公募展で入選多数 

 

佐藤 香（さとう かおり）  
 

1987年 田村市生まれ 

2010年 東北芸術工科大学美術学部洋画コース卒業 

2012年 東京藝術大学美術研究科壁画専攻修了 

［個展］ 

2012年 「すべては渦の中にある展」pepper̛ｓ gallery（東京） 

［グループ展］ 

2015年 「大地の芸術祭」もぐらの館（新潟） 

2016年 「富士の山ビエンナーレ」旧常盤邸（静岡） 

2019年 「PlumBlossomWorkshop」元智大学（台湾） 

2022年 「山形ビエンナーレ 美術の学校」やまぎん県民ホール（山形） 

2024年 「きてん・きてん展」はじまりの美術館（福島） 

2025年 「VOCA 展」上野の森美術館（東京） 

［常設壁画］ 

2023年 「かぐいけ坂の保育園」（福島） 

     「池田邸図書室」（京都）など 
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佐藤 忠博（さとう ただひろ） 
 

1970年 相馬市生まれ 

1998年 宇津孝志氏に入門 

2020年 活動拠点を富山から相馬市に移し現在に至る 
［個展］ 

2013年 「silent」入善町下山芸術の森発電所美術館 

2019年 「日常」シーラカンス毛利武士郎記念館 

 
 

柴山 奈津美（しばやま なつみ） 
 

1975年 福島市生まれ 

2015年 会津学鳳高校に着任 

2016年 福島県高等学校書道教育研究大会・研究発表「『九成宮醴泉銘』と『孔子廟堂碑』～端正な字形で

楷書を書こう～」 

2019年 相馬総合高校に着任 

2020年 第４５回全日本高等学校書道教育研究大会福島大会・研究発表「ふるさとから未来への言葉 短

歌に込めた思いを書と写真で表現する」 

2022年 福島北高校に着任 

2025年 福島県高等学校書道教育研究大会・研究発表「古典を生かした創作～文化祭のスローガンを漢字

一字書と歯ブラシ書道で表現しよう～」 

 

  

白石 光史（しらいし こうし） 
 

1952年 いわき市生まれ 

 ・学生時代に書道研究会に所属し、多くの会派の学生と交流 

 ・卒業後、浅香鉄心先生に師事し、中央展や社中展へ出品 

 ・現在は会津書道院の「香墨誌」と東北書道会の「書林誌」を引き継ぎ、会津を中心とする書活動が

細々ながら少しでも長く継続する様、月刊書道誌の発行や書展等の行事に傾注している所です 

 

 

樋口 朝𠅘（ひぐち ちょうてい） 
 

1946年 会津若松市生まれ 

 ・父（朝堂）、上田桑鳩、小川瓦木に師事 

 ・大東文化大で漢文.書道を勉強、卒業 

 ・毎日、読売、産経書展を経て後、個展、海外展出品 

 ・一煌会書展.東洋書芸院展 一席大賞受賞 

   現在、にろく大学（生涯学習機関）講師 

   会津美術協会顧問 

 

 

KENGO HIRANO（けんご ひらの） 
 

1985年 会津坂下町生まれ 

2017年 個展 吉祥寺 cheeky 

2018年 個展 see you soon 

2019年 グループ展 半蔵門 ANAGRA 

2025年 個展 BETA TOKYO 
 

４ 

相田 雄壱郎（あいだ ゆういちろう） 
 

1978年 会津若松市生まれ 

2007年 輪島 奥田五右衛門商店年季明け 

2010年ころから東京都内を中心に展示会多数 

2022年 中国 深圳夢譚にて展示会 

2024年 台湾 大渓工芸週間参加 

 

 

 

安部 美登利（あべ みどり） 
 

1957年 会津若松市生まれ 

1979年 女子美術大学卒業  

1980年～2019年 小学校勤務  

1997年 会津総合美術展 会津美術賞  

2005年 会津総合美術展 会津美術賞  

2006年 会津総合美術展 会津美術記念準大賞 

2007年 会津総合美術展 会津美術特別賞  

2024年 福島県総合美術展 福島県美術賞  

2025年 福島県総合美術展 福島県美術賞  

 

 

 

荒 姿寿（あら しず） 
 

1979年 福島県生まれ 

2002年 女子美術大学芸術学部工芸科卒業 

    Brahma Tirta Sari 工房 Batik 研修（インドネシア）  

2002年～2005年 福島県立大笹生養護学校講師  

2005年～2018年 金沢卯辰山工芸工房技術研修員  

2009年～2012年 女子美術大学非常勤講師  

2012年 女子美術大学大学院美術研究科美術専攻工芸（染）研究領域修了 

   現在、女子美術大学准教授 

     スクリーン捺染や独自技法による作品を発表。また、国内外で伝承されてきた染色技法を調査研

究している。 
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あいづまちなかアートプロジェクト2025

（作者五十音順）

　　作者名 　　作品名

相田　雄壱郎 漆の摩天楼

相田　雄壱郎 波止場星人

安部　美登利 花

安部　美登利 おいで

安部　美登利 お魚　どこかな？

荒　姿寿 宛先 cu-01

荒　姿寿 宛先 cu-02

荒　姿寿 宛先 cu-03

荒　姿寿 宛先 cu-04

荒　姿寿 temporary point

安斉　重夫 カマキリ一郎君

伊藤　文夫 南蛮壺

伊藤　文夫 自然釉花器

伊藤　文夫 白磁巖

太田　美歌 ほしのふるさと

太田　美歌 水の星

太田　美歌 あたらよの華

大塚　弘 kind of soul

大塚　弘 あたたかな汀

大塚　弘 夏のシルエット

佐藤　明宏 響け蔵太鼓

佐藤　明宏 幽玄の時

佐藤　明宏 冬山救助訓練

佐藤　明宏 稲刈り日和

佐藤　香 森の神さま　獣編

佐藤　香 森の神さま　月夜編

佐藤　香 山塊

佐藤　香 土標本　木の実編

佐藤　忠博 ミズダコ（ボイル）

佐藤　忠博 やまのとうふ

佐藤　忠博 おとしもの

柴山　奈津美 「花と月」短歌二首

柴山　奈津美 「小倉山」橘曙覧の歌

柴山　奈津美 「空蝉」光源氏の歌

白石　光史 高青邱詩

樋口　朝𠅘 汲古而為新　古ヲ汲ンデ新ヲ為ス

樋口　朝𠅘 守愚拙　愚拙ナレバ文ハ進ミ道ハ成ル

樋口　朝𠅘 偶成　五言絶句　自詠

KENGO　HIRANO 蜜柑

KENGO　HIRANO 岩魚

KENGO　HIRANO 蜂

主催：公益財団法人会津若松文化振興財団

新しいＡＩＺＵの美術展2025
出品作品一覧


